
省

令

平成年月日 水曜日 第号官 報

（
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
本
条
」
を
「
こ
の
条
」
に
、「
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
」
を
「
法
第
百
三
条
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
日
の
翌
日
に
お
け
る
法
定
利
率
（
」
に
、「
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
」
を
「
当
該
法
定
利
率
以

内
」
に
改
め
る
。

（
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
一
条

施
行
日
の
前
々
日
ま
で
に
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
法
第
百
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
分
割
徴
収
又
は
分
割
交
付
に

係
る
清
算
金
に
付
す
べ
き
利
子
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
第

六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
ダ
ム
使
用
権
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

ダ
ム
使
用
権
登
録
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
第
四
百
二
十
三
条
」
を
「
第
四
百
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
四
百
二
十
三
条
の
七
」
に
、「
添
附

し
な
け
れ
ば
」
を
「
添
付
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
代
金
」
の
下
に「（
民
法
第
五
百
七
十
九
条
の
別
段
の
合
意
を
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合

意
に
よ
り
定
め
た
金
額
）」を
加
え
る
。

（
都
市
再
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

都
市
再
開
発
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
二
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
発
し
た
日
に
お

け
る
法
定
利
率
」
に
改
め
る
。

第
四
十
六
条
の
十
一
中
「
準
用
す
る
。」を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。」に
改
め
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
百
三
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、「
法
第
百
十
八
条
の
二

十
三
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
都
市
再
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
十
四
条

施
行
日
前
に
都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
百
三
条
第
一
項
又
は
第
百
十
八

条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
同
法
第
百
六
条
第
一
項
（
同
法
第
百
十
八

条
の
二
十
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
分
割
徴
収
に
係
る
清
算
金
に
付
す
べ
き
利

子
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
再
開
発
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
都

市
再
開
発
法
施
行
令
」
と
い
う
。）第
四
十
二
条
第
一
項
（
新
都
市
再
開
発
法
施
行
令
第
四
十
六
条
の
十
一
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
小
型
船
舶
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

小
型
船
舶
登
録
令
（
平
成
十
三
年
政
令
第
三
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
四
百
二
十
三
条
」
を
「
第
四
百
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
四
百
二
十
三
条
の
七
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

野
田

聖
子

法
務
大
臣

上
川

陽
子

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

農
林
水
産
大
臣

藤

健

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

（
革
新
的
情
報
産
業
活
用
設
備
を
取
得
し
た
場
合
の
特

別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）

第
二
十
二
条
の
三
十
三

施
行
令
第
三
十
九
条
の
四
十
七

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類

は
、
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
そ
の
他
の
書
類
と
す
る
。

２

法
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
革

新
的
デ
ー
タ
産
業
活
用
の
用
に
供
す
る
た
め
に
取
得
又

は
製
作
を
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
同
項
に
規
定
す
る
認
定
革
新
的
デ
ー
タ
産
業
活
用

計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
す
る
。

３

法
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
主

と
し
て
産
業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て

財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
主
と
し
て
同
項
に
規
定

す
る
産
業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
耐
用
年
数
省
令

別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
機
械
及

び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
（
機
械
及
び
装
置
並
び

に
器
具
及
び
備
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
固
定
資
産
に
限
る
。）と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
四

削
除

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
革
新
的
情
報
産
業
活
用
設
備
を
取
得
し
た
場
合
の
特

別
償
却
又
は
法
人
税
額
の
特
別
控
除
）

第
二
十
条
の
十
の
二

施
行
令
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六

第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
シ

ス
テ
ム
仕
様
書
そ
の
他
の
書
類
と
す
る
。

２

法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
革

新
的
デ
ー
タ
産
業
活
用
の
用
に
供
す
る
た
め
に
取
得
又

は
製
作
を
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

は
、
同
項
に
規
定
す
る
認
定
革
新
的
デ
ー
タ
産
業
活
用

計
画
に
記
載
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
と
す
る
。

３

法
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
主

と
し
て
産
業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て

財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
主
と
し
て
同
項
に
規
定

す
る
産
業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
耐
用
年
数
省
令

別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
機
械
及

び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
（
機
械
及
び
装
置
並
び

に
器
具
及
び
備
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

る
固
定
資
産
に
限
る
。）と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
三
十
二
及
び
第
二
十
二
条
の
三
十
三
を

削
り
、
第
二
十
二
条
の
三
十
四
を
第
二
十
二
条
の
三
十
二

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

〇
財
務
省
令
第
四
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
十
条
の
五
の
五
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六
第

一
項
及
び
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
第
一
項
並
び
に
租
税

特
別
措
置
法
施
行
令（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）

第
五
条
の
六
の
五
第
一
項
、
第
二
十
七
条
の
十
二
の
六
第

一
項
及
び
第
三
十
九
条
の
四
十
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
六
月
六
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省

令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
十
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
革
新
的
情
報
産
業
活
用
設
備
を
取
得
し
た
場
合
の
特

別
償
却
又
は
所
得
税
額
の
特
別
控
除
）

第
五
条
の
十
二
の
二

施
行
令
第
五
条
の
六
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
シ
ス
テ
ム

仕
様
書
そ
の
他
の
書
類
と
す
る
。

２

法
第
十
条
の
五
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
革
新
的

デ
ー
タ
産
業
活
用
の
用
に
供
す
る
た
め
に
取
得
又
は
製

作
を
す
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、

同
項
に
規
定
す
る
認
定
革
新
的
デ
ー
タ
産
業
活
用
計
画

に
記
載
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
と
す
る
。

３

法
第
十
条
の
五
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
主
と
し
て

産
業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
主
と
し
て
同
項
に
規
定
す
る
産

業
試
験
研
究
の
用
に
供
さ
れ
る
減
価
償
却
資
産
の
耐
用

年
数
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十

五
号
）
別
表
第
六
の
上
欄
に
掲
げ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、

機
械
及
び
装
置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
（
機
械
及
び
装

置
並
び
に
器
具
及
び
備
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
の
中
欄

に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
限
る
。）と
す
る
。

第
五
条
の
十
四
第
二
項
中「（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第

十
五
号
）」を
削
る
。

第
二
十
条
の
十
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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